
2006年8月

第64号 

目次： 

坂下星まつり １ 

市民交流の日 ２ 

ぽっかぽかの会他 ３ 

市民参画協働室から 

イベントのお知らせ 

４ 

いにしえの遠くの光、舞い降りる・・・ 
     天の川 見にきませんか？ 坂下の地へ・・・ 
  
  

 何万光年の彼方よりやっと届いた星々の光・・・今見ている星の光は、

何十年いえいえ何万年も前に、その星を離れ果てしない宇宙の旅路を経て

私たちの地球に届いているのです。そう、地球の過去を探るタイムマシ

ン・・・こんな不思議を思いながら星空を仰いで見て下さい。    

「星まつり」のはじまりは、近所の親子数名だけの小さな観測会でした。 

回を重ねるうちに、この坂下の 美しい星空をもっとたくさんの人達に見

てもらいたい、そして美しい星空から感じた思いが心のゆとりに繋がれば

と、この活動を続けてきました。その「親子でわいわい星まつり」は、今

回で５回目を迎えさせていただきます。 

  光害(ひかりがい)という言葉があります。この害も少なからず生態系に影
響を及ぼしているのです。過度の照明で眠らない街。必要以上の光は、地

球にも負担をかけ、エネルギーの無駄使いになっているのです。野生の動

物や植物までもがその影響により弱っているそうです。 本当は、どこか
らでも天の川を見ることが出来るんですよ。もっと多くの人達が地球に優

しくなれるといいですね。 

子どもたちと本物の星空を見、そして大型望遠鏡などで

天体観測････日常あまり体験できない内容を味わっても

らいたい、その体験がひょっとしたら、未来の毛利さん

に・・・限りない可能性の広がる子どもたちの大きな夢

につながればと考えています。 

「やさしい光、やさしい灯り・・・」 

 こんなテーマで手作りキャンドル１０００灯の夕べな

ども昨年より実施しております。使用する灯ろうはペッ

トボトルを加工した物で軽くて丈夫、何回も使用でき資源の再利用にもな

ります。殺伐としたニュースが多い昨今ですが、暗闇に浮かび上がる幻想

的な光景は、安らぎと、そして本当に大切なものを感じていただけるので

はないかと思います。ぜひ皆様のお越しをお待ちいたしております。 

             坂下 星見の会 代表 滝本 麻須美      

 星まつりホームページ http://www.za.ztv.ne.jp/hoshimaturi/ 

☆Star Festa 2006 ☆親子でわいわい星まつり 
2006年8月20日（日） PM７：３０～９：３０ 
 場所：鈴鹿馬子唄会館(関町沓掛)   
            連絡先 ９６－２００１鈴鹿馬子唄会館 

鈴鹿馬子唄会館 

星まつりの会場です。 

鈴鹿馬子唄や坂下宿につ

いての資料を展示。木の

香りあふれるホール・会

議室などが備わり、音楽

発表会などにも活用でき

ます。 

10月28-29日の
東海道シンポジ

ウムの準備も

着々と･･･。 

馬子唄会館に飾

られた「旅路の

像」とのぼり。 

基調講演は岡田

先生の「峠・近

江と伊勢を結ぶー鈴鹿山

を越えた人々ー」に決定 

総合司会は東海道五十三 

次宿場落語の桂歌助さん 

国道1号線沓掛信号右折すぐ 
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休祭日関係なく毎月21日19：30～21：30開催 （市役所3F大会議室） 

誰でも申込不要で参加できます。 

定例市民交流の日 2006年7月21日  第１回市民活動チャレンジ講座 
テーマ：「亀山再発見！～こんな活動あんな活動」出席者５１名 
司会： 皆さんとつながりを持ち市民活動のヒントになればと思い、鹿伏兎山脈グループとＮＰＯ法人グリーン        
アップルの活動を発表していただきます。 

鹿伏兎山脈
か ぶ と や ま な み

グループ  （代表  坂 昭吾 氏）  
加太は600年以上前から鹿伏兎一族が支配していた山と山の谷

間の地域。荒廃農地を活用し、地域の仲間と一緒に農作物を栽培･

販売することで、作る喜び、育てる喜び、収穫する喜び、仲間と語

れる喜びを得ている。この活動を更に充実させながら、次の4つの
部会が連携し、亀山の特産物に成長させ地域興しにつなげていき

たい。 
★かぶんこ(きのこ)部会：地区内にひらたけ栽培指導者がおり、自 
然、人、材料(原木)に恵まれ、食べるキノコから売れるキノコに
発展。みえの安心食材の認定を受けた。 
★シキミ花木部会：田畑の転作作物であるシキミが放ったらかし

にしてあるのを何とかしたいと思い、農協を通じ売り込んだのが軌道に乗った。 
★梅すいすい部会：関地区で400本。3年で成木となりこれから販売する。 
★自然薯部会：荒廃地を利用して水がほとんど要らない自然薯の栽培。この秋には販売をしたい。 
NPO法人グリーンアップル  （代表  辻 幸弘 氏）  
２０万人の車椅子利用者が一番困っていること、それは専用駐車場が空いていないこと。バリアフリーの取材

がきっかけとなり、何かできないかとNPO法人を設立した。 
当初、停めている人に注意したが守られず、逆に反感を買い、暗いイメージに終わった。発想を変え、マナー

の良い人が「私は車椅子駐車場に停めません」宣言のステッカーを貼る運動に変えた。明るいキャンペーンとなっ

た。しかし、無料配布では長続きはせず、ショッピングセンターに協力を依頼した。当初抵抗もあったが、地域貢

献・社会貢献の理解を得た。また、４年目にして買物客からも支持者が出てきた。 
小学校では車椅子で運転している人がいることを知らない子も多かった。地道な活動ではあるが、市民運動は

100年かかってもやっていくことが必要である。 
参加者の意見 
 加太の活動は、生涯学習のまちづくりともいえる。人脈があり他人を引き込むことに感銘した。いい話

だった。中学等の不登校の子に体験させてあげたら。キノコはこんなふうにできるという教材になるかも

しれない。団塊の世代が増えてくる。夢を持つすばらしさに感動した。子どもにも地元の農産物を指導し

たら。加太の活動は結果が早く出る事業。それと対照的にグリーンアップルは地味な長い年月の活動。こ

れから思いもつかないような企画が楽しみ。人と人との繋がりがうらやましい。地域に熱心なひとがいる

と活き活きしてくる。都会にはない亀山の特産物を創ろう。売れることでやる気がでる。亀山全体に輪を

広げたい。 

クレイアニメってなーに？ 
７月１６日（日）亀山市能褒野町の古河電工「さつき会館」

にて子どもの居場所づくり川崎フレンズ「夏の会」の活動の

一つである「クレイアニメーション」の製作のお手伝いをし

ました。 

 クレイとは粘土のことで、粘土細工で動物や人形を作り少

しずつ動かしながらデジカメで写真を撮りパソコンで編集し

アニメーションにする遊びです。創造性あふれる楽しい試み

で最近ブームになっているそうです。自分たちで作ったアニメがその場で観れるし、CDに焼いて家で観るこ
ともできます。粘土細工は子どもたちは慣れていますから、たちまちの内に色とりどりのウサギや亀やヘビ

ができました。それを組み合わせ、少しずつ動かして写真10～20枚に撮ります。あとはパソコンで写真をつ
なぎアニメにして完成。大きな画面でみんなでわいわい言いながら観ました。参加したのは親もふくめて約

35名、なかには子ども以上に親が熱中していました。  （伊藤 記） 
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誰でも申込不要で参加できます。 

ぽっかぽかの会は、障害児（者）の親、障害につい

て関心のある方、理解・協力してくださる方々との

話し合いの場です。 

最近、小さいお子さんをお持ちの親御さんが数名

入ってみえ、年少部を立ち上げました。 おひとり

で悩まれている保護者の方はいらっしゃいません

か？ もし良かったら私達と悩みを共有しあったり、情報を交換しあいませんか？ 

そして、また関心を寄せてくださる方の連絡もお待ちしております。 

連絡先：ぽっかぽかの会 年少部代表  伴（ばん）0595-84-1288 FAX 84-1289 

 

８月28日(月) 9：30～14：00 
亀山市総合保健福祉センター｢あいあい｣ 

 ２階栄養指導室 

   ｢動物パン＆アンパンマン｣ 

障害のある我が子の自立の為に、まず親が勉強と始まったお菓子・パン作り教

室。今では、毎月第3木曜日に障害者も健常者も一緒にお菓子・パン作りの指導
を受け、将来は障害者が共に働く喫茶店を作りたいと夢は広がっています。今

回は、お子さん方の参加もお待ちしています。       
参加費：1800円/一人または親子1組 （小学生以上対象、材料費込み） 
     兄弟・姉妹参加の場合２人目からは900円/一人 定員： 10名（組） 先着順 
☆障害児(者)・小学生以下のお子さんは、親またはその子(人)のことをよく理解している方と一緒に参加をお願
いいたします。 

☆兄弟・姉妹の参加OKです。ボランティアの方を必要でしたら、お知らせ下さい。 
当日、障害児(者)・小学生と一緒にパンを作ってくださるボランティアの方（参加費無料）を募集いたしてお
ります。一緒に試食もしましょう。 

連絡先：浜野 ℡・fax 83-4956 E-mail: y_hamano@kpa.biglobe.ne.jp 

ぽっかぽかの会 

親子パン作り教室 

ぽっかぽかの会の見学レポートより 
桑名市にあるNPO 法人 はあぶ工房together を見学しました。 
はあぶ工房 Together は、ハーブ栽培を通して、主に心に疾患のあ
る人たちと、共に楽しみ生きる喜びを分かち合いながら、社会参加

と自立を目指し、公的な資金援助を受けずに草の根で活動を行って

いるＮＰＯ法人です。 １９９７年にスタートして以来、農園では約
８０種類のハーブを無農薬・有機肥料で栽培し、収穫したハーブ

は、工房で製品化し販売しております。 

庭には所狭しとハーブが植えられ、喫茶室の展示コーナーにはハー

ブ製品・アート・藤製品が並べられていました。理事長の坂井さんは、もともと国際交流で活躍

していた方で、教会で知り合った引きこもりの精神疾患を持つ方に英語を教えたことが今の活動

のきっかけだったそうです。 

坂井さんは障害児の親でもないのに、青写真を作り、賛助会員を募り、障害に関係ない市民から

1800 万円も集めNPO 法人として立ち上げたとのこと。ハーブを商品にして収益のみで経営して
いる姿は、すごいです。坂井さんが、｢経営していくのだから、障害者だからという甘えをすて

る｣というのは大切な言葉でした。 

室内コンサートも定期的に開催してみえるようですし、その活動は、あの小柄な体の何処から出

るのだろうと、感服しました。亀山にも作りたいなあ・・・。（浜野 記） 

詳細はこのサイトをご覧ください http://www15.ocn.ne.jp/~together/ 

クイズ答え 問１．③ 問２．③ 問３．① 



編集作成：「きらめき亀山２１」企画会議 （問い合わせ先：亀山市市民部市民参画協働室℡0595-84-5008） 
この月刊新聞はこちらにもあります。 
【毎月21日市民交流の日・本庁ロビー・市役所市民活動コーナー・関支所・図書館・歴史博物館・医療センター・総合保
健福祉センター｢あいあい｣・関町北部ふれあいセンター・林業総合センター・鈴鹿馬子唄会館・老人福祉関センター・健

康づくり関センター・関Ｂ&Ｇ海洋センター・中央公民館・オアシス館・各地区コミュニティセンター・亀山郵便局・亀山
駅前郵便局・市民のショップねこの館・鈴鹿県民センター・みえ市民活動ボランティアセンター（津市）】 

EMAIL amani@helen.ocn.ne.jp  ホームページ http://www6.ocn.ne.jp/~kameyama/kirameki/ 
市民ネット http://www6.ocn.ne.jp/~kameyama/  
情報いっぱい｢きらめき亀山２１｣メーリングリストへの加入は｢きらめき亀山２１｣ＨＰより登録できます。 

この新聞は、古紙パルプ配合率100％再生紙を使用しています。 

ねこの館活用ください 
市民の出資100％で運営している東町（旧百五銀行亀山支店
前）にある市民のショップ「ねこの館」では市民活動のお手

伝いをしています。個人やグループの手づくり作品の展示即

売、各種教室に使えます。その他団体への連絡窓口としての

私書箱も可能です。詳しくはぜひ、ご来店ください。 

開店時間 毎日10：00～19：00頃 来店前に電話連絡が確
実です。℡ 090-8550-8318 伊藤 メール  pcnande-
mokoi@yahoo.co.jp  

   の疑問解決コーナー                                                                                                                       

英会話講座 
亀山国際交流の会では、初級者を対象にやさしい日

常英会話の短期講座を開催します。発音の基礎から

聴き取る練習など会話の基礎講座です。参加希望の

方は下記までお申し込みください。 

日時：2006年９月15日（金）から 
12月8日（金）まで 全１２回毎週金曜日 
 午後７時３０分から８時３０分まで 

場所：総合保健福祉センター「あいあい」研修室 

参加費：資料代として3,000円（会員 2,000円） 
定員：２０名（定員になり次第締め切り） 

電話またはファック

スにて申し込み 

申し込み先：亀山国

際交流の会事務局 

古市 電話＆ FAX 
０５９５－８２－０

５８３ 

ちょっとひと休み 亀山力クイズ 
問１．亀山市と同じ緯度にある国はどこでしょ

う。 ①ドイツ②イタリア③アルジェリア 

問２．亀山市に最も多く住む外国人はブラジル人

です。さて、2番目に多く住むのはどこの国の

人でしょう。 ①ペルー②中国③フィリピン 

問３．1826年シーボルトが長崎から江戸に向かう

際、現在の坂下地区である生き物を見つけて本

国に送り、学会で発表しました。その生き物と

は何でしょう。 

 ①オオサンショウウオ②ヤモリ③カジカ 

              （答えはＰ３下） 

 子どもに関する活動ってどんなものがあるの？ 

①子育て支援｢かめのこ｣…託児 

②マミーズ…絵本の読み聞かせ 

③かみきりむし…ペーパーアートやシュロの葉のバッ

タ作りの指導 

④亀山子ども劇場…生の舞台鑑賞の機会作り等 

⑤竹友会…竹とんぼの指導 

⑥坂下星見の会…子ども達と天体観測 

⑦亀山の自然環境を愛する会…子ども達と川歩き、イ

ベントでの地元の魚の水槽展示 

⑧いきいきキッズ応援団・ＳＥＫＩ…子どもの奉仕活

動・体験活動の機会作り 

⑨子育て支援｢かるがも会｣…子育ての応援・相談 

⑩関・亀山子どもセンター…地域の体験活動機会や家庭

教育支援に関する情報誌｢よーいドン！｣の発行 

⑪NPO法人森のピーターパン…小中学生の野外宿泊研修 
⑫すずしろ会…講座・講演会での託児 

⑬川崎フレンズ…子どもの居場所づくり 

⑭在宅福祉ネットワーク｢愛里寿｣…子どもボランティア

体験教室 

⑮亀山絵本と童話の会…童話の創作・人形劇の上演等 

⑯とちの木クラブ・くれよんくらぶ・さくらクラブ…学

童保育所 

⑰ぽっかぽかの会…障害児の自立を目指した活動 

＊まだまだ他にも活動はあります。 

＊詳しくは市民参画協働室（℡84-5008）へ。 
 全国の活動 

①将棋塾…子どもと将棋をする。②おもちゃ病院…壊

れたおもちゃの修理③冒険遊び場づくりなど 

市民部市民参画協働室から                                                                                                                    

第2回市民活動チャレンジ講座 

｢人を呼ぶちらしづくりの極意とは｣ 
 講師：川北 輝 氏   ＊参加者募集中 

日時：8月27日（日）PM1:30～PM3:30 

場所：市役所3階大会議室 
先着50名 参加費無料 

申込・問い合わせ先 市民部市民参画協働室 

              ℡ 84-5008 


